
 

                              

 

 

 

 

 

 

2020 年１月 21日に申 7号団体交渉を行いました。内容詳細、不明な点等ございましたら、地本業務部に

連絡を下さい。 

発信者》ＪＲＥＵ 

仙台地本業務部 / 湯ノ目                         

〒983-0852 

仙台市宮城野区榴岡１－４－３ 

TEL 022-297-0155 

FAX  022-291-3070  

JR   031-3981~3 

FAX  031-3980 

２０２０年 １月２１日 

（1項）車載ホームモニタシステムに関して、鮮明度・機能・視認性（朝・夕・天候による視認性の変化）

等について具体的に明らかにすること。 

（回答）鮮明度・機能・視認性については、現車検証を行ってきたが、今後も必要な改善や調整を行って

いく考えである。 

【主な議論】（支社の認識）2019 年 5月の設備確認（日中時間帯）の際に画面上の号車アイコンの位置を

変えてほしいとの要望があり、変更している。視認性が悪いというのは出ていない。（角度の課題など、組

合員との認識はあまりあっていない）（カメラは、逆光や明暗には自動調整対応） 

 

（２項）あらゆる場合を想定して、乗降確認から起動開始、その後の駆け込み対応方法について明らかに

すること。 

（回答）現行どおりの取り扱いとなる。 

…短編成ワンマンと同様の取扱い。 

 

（３項）車側カメラの汚れ等に関して、定期的掃除と運用途中における汚れ等（凍結・雪・雨水含む）除

去方法に関して明らかにすること。 

（回答）必要な清掃は行っていく考えである。 

【主な議論】特別な定期的なカメラ清掃などは考えておらず、勝田車両センターの洗車機で通常洗浄で効

果が得られると考えている。車側カメラ用のヒーターも入っている。汚れなどは、現状の現場検証の結果

（二百数十日）、洗浄しなくても見える。その為、運転士対応も考えていない。（清掃用具の車両搭載は考

えていない。）車側カメラはカバーとアクリル板で覆われていて、板で雨などの画面への映り込みも無いと

思われる。（経年劣化は、今後の検証課題） 

 

（４項）ワンマン機器故障（車載ホームモニタ・車側カメラ・戸閉ドアスイッチ・ワンマン用ドア開方向

設定スイッチ・放送装置、各一部と全部、始発駅と途中駅）時の対応方法について具体的に明ら

かにすること。 

（回答）事象によりケースバイケースとなるが、必要な対策を行うとともに、関係者間で連携をとり対応

していくこととなる。 

【主な議論】 

・本社なども含め様々な想定をして、フローを作成しているところである。（今、大詰めで今月中に出来る

予定）（システムは日立国際電気製。カメラが日本製か海外製かは確認）（カメラ故障に伴う交換の際に

は、パソコン設定が必要となる） 

・7編成にワンマン車両設備を搭載する。 

☆本部・本社間の「ワンマン運転の拡大について」における確認事項の履行を求めました。 

 


